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(仮)富⼠市まちづくり活動推進条例※とは？

富⼠市の⼩学校区を範囲とした住⺠主体のまちづくりの

基本的な⽅向性や、活動主体となるまちづくり協議会の

位置付け、協議会と市の役割などを定める理念条例です。

※条例名は今後検討する予定のため、仮称で示しております。
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本格的な少⼦⾼齢・⼈⼝減少時代が到来し、⼈々のライフスタイルや
価値観が多様化する中で、コミュニティ意識が薄れ、これまで個別に解
決できた社会課題も今後さらに拡⼤、多様化し、解決が困難になること
も予想されます。

⼭積する社会課題の解決に取り組む主体として、「新しい公共
の担い⼿」に期待が寄せられており、特に、より⾝近な地域課
題については、地域で解決できる「地域⼒を持ったコミュニテ
ィの構築」が求められています。

富⼠市では、以前から、⼩学校区を範囲とした様々な分野のコミュニ
ティ活動が活発に⾏われてきており、⾏政もこれらの活動に対して、
積極的⽀援を⾏ってきましたが、これらの根拠となる法令は存在しま
せん。



【みんなでつくるまちづくり】
を進めるための、

役割分担やルールが必要！

なぜ条例が必要なの？

(仮)富⼠市まちづくり活動推進条例

「⾃分達のまちは、⾃分達でつくる」
「地区の課題は、地区で解決する」

という、これまで続けてきた
富⼠市のまちづくり活動を将来へ！



なぜまちづくり協議会なの？
＜市とまちづくり協議会の関係＞

まちづく
り協議会

まちづくり補助⾦

⾏政懇談会

参画団体の連携・
情報共有

⾏動計画の策定

地区全体の事業(ま
つり・イベント等)   
⇒地区住⺠の参加

地区情報の発信

市
総合計画の地区別
計画の検討依頼

協働提案事業



以前のまちづくり推進会議のイメージ
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まちづくり推進会議

地区団体がそれぞれ活発に活動！ タテの活動が強み。



総務･企画部⾨
（役員会など）

『みんなで
決めよう！』

活動･実⾏部⾨
（専⾨部会）
『みんなで

動こう！』

町内会・区 ⽣涯学習推進会

防犯団体
防災団体

学校・ＰＴＡ・
子ども会

消防団
水防団

青少年育成団体 各種地区団体

交通安全団体

環境団体

福祉団体

まちづくり協議会のイメージ

6タテの強みを活かして、より強いヨコのつながりを！

上下関係でなく

多様な協⼒関係！



まちづくり協議会での新たな動き
事例1：⼤淵地区 絶景スポットの茶畑の管理と観光資源化

市⺠協働提案制度で、協議会が茶畑の維持管理を受託。



まちづくり協議会での新たな動き
事例2：富⼠駅北地区 防災キャンプ

PTAの企画を協議会事業として実施。地域防災指導員や
消防団、福祉推進会等、多くの地区団体が参加。



まちづくり協議会での新たな動き
事例3：松野地区 歴史かるたの作成

作成委員会が地域資源を楽しく学べるかるたを作成



まちづくり協議会での新たな動き
事例4：鷹岡地区 郷⼟史の作成

区⻑会の協働型古紙回収奨励⾦を協議会事業に活⽤して作成



まちづくり協議会と学校との関わり
事例１：市⽴⾼校市役所プラン(市内10地区で実施)

市役所プランの企画を⾼校⽣達が地区の⽂化祭で発表

⾼校⽣の企画【てんまんじゅう】を実現に向けて検討

○松野地区

○天間地区



まちづくり協議会と学校との関わり
事例2：須津中での社会貢献講話(松野地区まちづくり協議会)

歴史かるた作成委員会が中学⽣に社会貢献講話を実施



まちづくり協議会と企業との関わり
事例1：天間地区とコカコーラ社との災害協定

協議会と清涼飲料⽔メーカーが防災協定を締結。
各区の公会堂に災害対応⾃販機の設置と備蓄⽔の提供を受ける。



条例は、地区まちづくり活動の柱

条例は、まちづくり協議会を中⼼とした、

【みんなでつくるまちづくり】
を未来へ繋げていくための、

拠り所になるものです。


